
第２学年 算数科学習指導案

児 童 ２年１組（男子１２名女子１３名計２５名）

指導者 林崎 恵美子

児 童 ２年２組（男子１２名女子１３名計２５名）

指導者 盛合 ゆか

１ 単元名 あたらしい計算をかんがえよう

２ 単元について

１学年では 「１０を６個集めた数は６０である」といったように数の理解と関連づけて，，

ひとまとまりの数とまとまりの数からものの総量をもとめるなどの具体的な活動を通して，

乗法の素地的な経験をしてきている。ここでは，これらの経験をもとにして，具体的な量ａ

をもとにしてａのｎ個分がｍであることをとらえさせる。これをａ×ｎ＝ｍと表現する活動

へと導き，５の段の九九，２の段の九九，３の段の九九，４の段の九九を導入し，その記憶

と適用を図ることにする。その展開にあたっては，乗法の意味の理解に重点を置いて指導を

進めるように特に留意する。

学年の児童は，算数の好きな児童が多い。課題に対して自分でいろいろ工夫しながら自力

解決しようとする児童が多い。そして，それをみんなの前で発表したがる児童が多い。しか

し，まだ自分の考えをみんなにわかるように説明できる児童は少ない。また自分の考えと比

較しながら友達の発表を聞くことも不十分である。かけ算には興味を示し，学習できるのを

楽しみにしている児童が多い。九九を唱えることができる児童もいるが，かけ算の意味まで

は理解していない。

そこで，本単元を進めるにあたっては，乗法の意味の理解をもとに，乗法の式に表す活動

を中心に進めていく 「４個の３つ分 「２個の４つ分」などの総数をもとめるという具体。 」

的な場面を通して 「１つ分の大きさ 「いくつ分 「全体の大きさ」などの意味を十分に理， 」 」

解させた上で，乗法の式に表していく。立式を機械的にしてしまわないように，具体的な場

面をおはじきなどの半具体物に置き換えたり，図に描いたりする活動を通して，場面をイメ

ージし言葉で表現できるようにさせたい。

次に５の段・２の段の九九の構成を指導する。５の段・２の段の九九は５とび２とびや累

加の考えで数える方法を活用する。３・４段の九九では，乗数が１増えると積は被乗数分だ

け増えるという性質を理解させる。そうすることによって，九九の構成が簡単にできること

のよさに気づかせたい。おはじきやアレイ図による操作活動を取り入れて理解を確かなもの

にしていきたい。

３ 単元の目標

○乗法の意味について理解し,それを用いることができる。

［関心・意欲・態度］ 乗法に関心をもち，ものの個数をとらえるときに進んで乗法を用いようとす・

る。

・乗法九九が用いられる場合について 「１つ分の大きさ 「いくつ分」［数学的な考え方］ ， 」

をとらえて全体の個数の求め方について考える。

・乗法が用いられる場合を具体物や式で表すことができる。［表現・処理］

・乗法九九（５，２，３，４の段）を構成し，確実に唱えることができ

る。

・乗法が用いられる場合を理解する。［知識・理解］

・乗法九九（５，２，３，４の段）の構成の仕方を理解する。



４ 関連と発展

５ 単元の指導構想表（別紙） １９時間＋３時間

６ 評価規準表（別紙）

７ 個への配慮

乗法が初めての児童にとって 「１つ分の大きさ」や「いくつ分」をとらえることに抵抗，

が大きいであろう。事前テストの結果からも 「いくつ分」のとらえ方ができていない児童，

が多く見られた。数が増える問題は加法であると認識している児童に，乗法の概念をとらえ

させ加法との違いを明確にさせていくためにはきめ細かな配慮が必要であろうと思われる。

そこで，次のような手立てを考えた。

＜本単元に入る前の手立て＞

①２とび・５とびの数え方を復習し，２０まで唱えることができるようにした。

②１０のまとまりがいくつ分でいくつの復習をした。

③おはじきなどを使い，同じ数ずつ分ける操作をゲーム的の行い 「いくつ分」考え方の，

の素地を養った。

＜授業の中での手立て＞

①教科書の挿絵を手がかりに，乗法が用いられる場と用いることができない場を確実にとら

えさせる。

②絵やおはじきなど半具対物で 「１つ分 「いくつ分」の言葉の意味を十分理解させる。， 」

③乗法の用いられる場を言葉で説明できるようにさせ，乗法の意味を確実に理解させる。

④かけられる数ずつ増えていく乗法の特性をアレイ図を有効に使って理解させる。

⑤九九の暗唱には，暗唱カードなどを工夫して楽しく学習できるようにする。



【１２／１９時】－２年１組８ 本時の指導

（１） 目標 ３の段の九九の構成がわかる。

（２） 展開

学習内容と活動 活動への支援・留意点 備 考段階

１ 問題をとらえる。

（準）

コーヒーカップにのっている子どもは，何人ですか。 絵つ

か

む 立式する。３×４ ・ ３人ずつ４だいぶん」を確認す「

る。２ 課題をつかむ。

３のだんの九九をつくろう。５

分

・５，２の段の九九の構成を想起さみ ３ 解決の見通しをもつ。

３×１＝１ せる。 （評 〈考〉と ）

３×２＝６ ・絵を手がかりに３×３までみんな Ａ かけられる数お

３×３＝９ で確認する。 ずつ増えていくす

・自力解決できない児童には絵を手 性質を用いて，15 ４ 自力解決をする。

がかりに考えさせる。 ３の段の九九の分

明することがで

５ きる。各自の考えを発表し合

Ｂ かけられる数う。

・どの方法でも答えが出せることを ずつ増えていくた ア 図

確認する。 性質を用いて，し イ ３＋３＋３＋３＝１２

３の段の九九のか ウ ３＋３＝６ ３＋３＝６

６＋６＝１２ 構成ができる。め

る ・より簡単に答えが出せる方法がオ Ｃ児への手立てエ ３×２＝６ ３×２＝６

６＋６＝１２ であることに気づかせる。 おはじきやア

，オ ３×３＝９ レイ図を使って

９＋３＝１２ ・オの方法で類似問題を解く。戸惑 具体物と対応さ

。６ 類似問題を解く。 っている児童には，絵を手がかり せて考えさせる

に解かせる。 アレイ図３×５ ３×６ （準）

３×７ ３×８ ・完成した九九をアレイ図で確かめ15

３×９ る。分

ま ７ 学習のまとめをする。

と ・かけられる数，かける けられる数、かける数の用語を教

め 数の用語を知る。 える。

る

３のだんは，かけられる数の３をたしていくとできる。

10
分

〈考〉 ３の段の九九の構成がわかるか。（３）評価



（９時間 ２組）８ 本時の指導

（１）目標 ・２の段の九九の構成がわかる。

（２）展開

学習内容と活動 活動への支援・留意点 備 考段階

（準）つ １ 問題をとらえる。

か 絵

む １だいに２人ずつのっているじどう車が、５だいあります。

じどう車にのっているひとは、みんなでなん人ですか。

２ 課題をつかむ。

じどう車にのっている人数をしらべよう。

分

み ３ 解決の見通しをもつ。 ・５の段の九九の構成を想起させる Ａ５の段の九九と同。

と ２×１＝２ ・２×３までみんなで確認して解決 じ考えを用いて２

お ２×２＝４ の見通しをもたせる。 の段を構成し，図

す ２×３＝６ やおはじきの操作

などと結びつけて

４ 自力解決 ・自力解決できない児童には絵を手 説明できる。

分 がかりに考えさせる。

た ５ 各自の考えを発表し合 Ｂ５の段の九九と同

し う。 ・いろいろな方法で答えが求められ じ考えを用いて２

か ①図 ることを押さえる。 の段の構成を考え

め ② ｡ ・２ずつ増えていることに気づかせ ている。2,4,6 2と とびに数える

る ③ る。 Ｃおはじきやアレイ2+2+2+2+2=10
④ 図を使って，具体2 4 8 8 2人の 台分で 人だから 人に 人

物と対応させて考たして 人10
・類似問題を解く。 えさせる。

分 ２×６ ２×７ ・完成した九九をアレイ図で確かめ

２×８ ２×９ る。

ま ５ 学習のまとめをする。

と

め ２のだんは，まえの九九のこたえに２ずつたすとできる。

る

分

２の段の九九を構成することができる。（３）評価



５ 単元の指導構想表
１９時間 ＋ 予備時数３時間

① かけ算 ② ５のだん，２のだんの九九小単元
時 １・２ ３・４ ５ ６ ７・８
目 ○「１つ分の大きさ」「いくつ分」をと ○乗法の意味を理解する。 ○乗法の答えは被乗数を乗数の ○５の段の九九の構成ができる。 ○５の段の九九を記憶し，適用す
標 らえるようになる。 数だけ累加して求められること る。

ができる。

１ 問題をつかむ。 １ 問題をつかむ。 １ 問題をつかむ １ 問題をつかむ。

つ のりものにのっている人数 ぜんぶで何人のっています ６本入りのえんぴつが，３は １そうに５人ずつのっている
をしらべよう。 か。 こあります。 ふねが，４そうあります。

か えんぴつは，ぜんぶで何本 ふねにのっている人は，み
ありますか。 んなで何人ですか。

む
１ 課題をつかむ。

２ 課題をつかむ。 ２ 課題をつかむ ２ 課題をつかむ ２ 課題をつかむ。

同じ数ずつのっているふね しきにあらわそう。 ６×３の答えの出し方を考え ふねにのっている人数をしら つくった５のだんの九九をお
の人数をしらべよう。 よう。 べよう。 ぼえよう。

３ 解決の見通しをもち，自力解決 ３ 解決の見通しをもち，自力解決 ３ 解決の見通しをもち，自力解決 ３ 解決の見通しをもち，自力解決
み する。 する。 する。 する。
と ・おはじきを使って調べる。 ・おはじきを使って調べる。 ・おはじきで考える。 ・おはじきを使って調べる。 ・九九の式を見て
お ・計算で調べる。 ・図で調べる。 ・図で考える。 ・図で調べる。
す ・図で調べる。 ・ぜんぶで１２人乗っている。 ・式で考える。 ・式で調べる。 ・アレイ図を見て

４ 各自の考えを発表しあう。 ４ 各自の考えを発表しあう。 ４ 各自の考えを発表しあう。 ４ 各自の考えを発表しあう。 ・九九カードを使って
た ア 数えて ２０人 ア １台に４人ずつ３台分乗ってい ア おはじきで ア おはじきを使って ２０人
し イ おはじきを使って ２０人 る。 イ 図で ・逆九九の暗唱
か ウ 図で イ ４人の３台分 １８本
め ウ 全部で１２人乗っている。 イ 図で ２０人 ・文章題の練習
る ２０人

エ ５＋５＋５＋５＝２０ ２０人 １８本 ウ ５＋５＋５＋５＝２０ ２０人
ウ ６＋６＋６＝１８ １８本

ま ５ 学習のまとめをする。 ５ 学習のまとめをする。 ５ 学習のまとめをする。 ５ 学習のまとめをする。
と 同じ数のまとまりに目をつ １台４人ずつの３台分で１２人 ６×３の答えは，６＋６＋６の ５のだんは，５ずつふえる。
め けて，ぜんぶの数をもとめる ４ × ３ ＝ １２ 計算でもとめることができる。
る けいさんをかんがえていこう。 かけ算のしきであらわす。

ひろ ６ 練習問題を解く。 ６ 練習問題を解く。 ６ 練習問題を解く。 ・５の段の九九を唱える。
める ・他の乗り物の人数を調べる。 Ｐ６ ①を解く。 Ｐ８ ④⑤を解く。

・一位数のたしざん ・「□のいくつ分」という考え方 ・かけ算の立式 ・累加の考え方 ・５とびの数え方
・５とびの数え方 ・１位数のたしざん ・５とびの数え方 ・５の段の立式

・「□のいくつ分」という考え方 ・「□のいくつ分」という考え方 ・「□のいくつ分」という考え方

課
題
解
決
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
基
礎
的
事
項



② ５のだん・２のだんの九九 ③ ３のだん・４のだんの九九小単元
時 ９ （ ２組 本時 ） １０・１１ ＊ １２ （ １組 本時 ） １３・１４
目 ○２の段の九九の構成が分かる。 ○２の段の九九を記憶し，適用す ○５の段・２の段の学習内容に習 ○３の段の九九の構成が分かる。 ○３の段の九九を記憶し，適用す
標 る。 熟する。 る。

１ 問題をつかむ。 １ 問題をつかむ。

つ 一台に２人ずつ乗っているじ コーヒ一カップにのっている子
どう車が，５台あります。 どもは何人ですか。

か じどう車にのっている人は，
みんなで何人ですか。 １ 課題をつかむ １ 課題をつかむ。

む
２ 課題をつかむ。 ２ 課題をつかむ。 １ 課題をつかむ。

じどう車にのっている人数を つくった２のだんの九九をお ５のだんと２のだんの九九 ３のだんの九九をつくろう。 つくった３のだんの九九をおぼ
しらべよう。 ぼえよう。 のもんだいにちょうせんしよ えよう。

う。

３ 解決の見通しをもち，自力解決 ３ 解決の見通しをもち，自力解決
み する。 する。
と ・おはじきを使って調べる。 ・九九の式を見て ・九九の式を見て ・図で調べる。 ・九九の式を見て
お ・図で調べる。 ・式
す ・式で ・アレイ図を見て ・アレイ図を見て ・アレイ図を見て

４ 各自の考えを発表しあう。 ・九九カードを使って ・九九カードを使って ４ 各自の考えを発表しあう。 ・九九カードを使って
た ・おはじき ア 図
し １０人 ・逆九九の暗唱 ・逆九九の暗唱 １２人 ・逆九九の暗唱
か ・数えて
め ２・４・６・８・１０ １０人 ・文章題の練習 ・文章題の練習 イ ３＋３＋３＋３＝１２ １２人 ・文章題の練習
る ・２＋２＋２＋２＋２＝１０ １０人 ウ ３×３＝９ ９＋３＝１２

１２人

ま ５ 学習のまとめをする。 ５ 学習のまとめをする。
と
め ２のだんは，まえの九九の答 ３のだんは，かけられる数の３
る えに２ずつたすとできる。 をたすとできる。

ひろ
める

・２とびの数え方 ・２とびの数え方 ・２の段・５の段の九九 ・５の段・２の段の九九の構成 ・３の段の九九の構成
・累加の考え方 ・２の段の立式 ・２の段・５の段の立式 ・「□のいくつ分」という考え方 ・３の段の立式
・「□のいくつ分」という考え方 ・「□のいくつ分」という考え方 ・「□のいくつ分」という考え方 ・「□のいくつ分」という考え方

課
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③ ３のだん・４のだんの九九 ④ まとめ小単元
時 １５ １６・１７ ＊ １８・１９ ＊
目 ○４の段の九九の構成が分かる。 ○４の段の九九を記憶し，適用す ○３の段・４の段の学習内容に習 ○学習内容の理解を確認する。 ○ゲームを通して，かけ算九九に主
標 る。 熟する。 ○学習内容の理解を深め，算数へ 体的に取り組むようにするととも

の興味を広げる。 に，その習熟を図る。

つ １ 問題をつかむ。

か １台に４人ずつのっているジ
ェットコースターの人数をしらべ

む ましょう。

２ 課題をつかむ。 １ 課題をつかむ １ 課題をつかむ。 １ 課題をつかむ。 １ 課題をつかむ。

４のだんの九九をつくろう。 つくった４のだんの九九をお ３のだんと４のだんの九九 いろいろな九九のもんだいに， 九九ビンゴにちょうせんしよう。
ぼえよう。 のもんだいにちょうせんしよ ちょうせんしよう。

う。

３ 解決の見通しをもち，自力解決 ・
み する。
と ・図で調べる。
お ・式 ・九九の式を見て ・九九の式を見て Ｐ１７ たしかめ ①② ・九九の式を見て
す

・アレイ図を見て ・アレイ図を見て Ｐ１８ 九九のれんしゅう ・アレイ図を見て
た ４ 各自の考えを発表しあう。
し ア 図 ・九九カードを使って ・九九カードを使って Ｐ１９ かけ算九九のひょう ・九九カードを使って
か
め １６人 ・逆九九の暗唱 ・逆九九の暗唱 ・逆九九の暗唱
る

イ ４＋４＋４＋４＝１６ １６人 ・文章題の練習 ・文章題の練習 ・文章題の練習
ウ ４×３＝１２ １２＋４＝１６

１６人

５ 学習のまとめをする。
ま かける数が１ふえると，答え
と は４ふえる。
め
る

ひろ
める

・３の段の九九の構成 ・４の段の九九の構成 ・３の段・４の段の九九 ・２の段～５の段の九九 ・２の段～５の段の九九
・「□のいくつ分」という考え方 ・４の段の立式 ・３の段・４の段の立式 ・２の段～５の段の立式 ・「□のいくつ分」という考え方

・「□のいくつ分」という考え方 ・「□のいくつ分」という考え方 ・「□のいくつ分」という考え方
課
題
解
決
の
ポ
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ト

と
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